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　 今週・来週の予定

１２月１３日～２６日

１３（日）	 降臨節第３主日
１４（月）	 礼拝音楽委員会　ｗｅｂ
１６（水）	 教役者レクイエム
１８（金）	 執事按手式リトリート
１９（土）	 執事按手式　ｗｅｂ
２０（日）	 降臨節第４主日
２５（金）	 降誕日	

◇
12
月
の
代
祷
・
信
施
奉
献
先

▽
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
（
１
日
）

▽
野
宿
生
活
者
支
援
の
た
め

（
Ⅱ
）
▽
エ
ル
サ
レ
ム
教
区
の
難

民
支
援
活
動
の
た
め
▽
日
本
聖

書
協
会
の
働
き
の
た
め
▽ 

難
民
・

移
住
労
働
者
の
た
め  

◇
「
２
０
２
２
３
０
」
実
現
に
向

け
て

　

２
０
２
１
年
度
教
会
委
員
選
挙
期
間

中
に
つ
き
再
度
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

日
本
聖
公
会
第
65
（
定
期
）
総

会
へ
の
お
祈
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
非
常
に
重
要
な
総

会
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

徐
々
に
、
関
係
各
所
よ
り
ご
報
告

等
な
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
ず
は

急
ぎ
、
迫
っ
て
い
る
各
教
会
の
選

挙
に
お
い
て
「
２
０
２
２
３
０
」

と
い
う
目
標
を
意
識
し
て
い
た

だ
き
た
く
、
お
願
い
致
し
ま

す
。「
２
０
２
２
３
０
」
と
は
、

２
０
２
２
年
ま
で
に
あ
ら
ゆ
る
意

思
決
定
機
関
に
女
性
を
少
な
く
と

も
30
％
以
上
選
出
す
る
と
い
う
呼

１

び
か
け
で
す
。
以
前
か
ら
日
本
聖

公
会
全
体
に
呼
び
か
け
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
本
総
会
に
て
、
あ
ら

た
め
て
強
く
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
の
時
期
が
迫
っ
て
お
り
、
今

か
ら
内
規
変
更
等
は
不
可
能
か
と

思
い
ま
す
が
、
各
教
会
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
教
会
委
員
会
、
教
区

会
代
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
男
性

以
外
の
メ
ン
バ
ー
が
ま
ず
は
30
％

以
上
に
な
る
よ
う
意
識
し
て
い
た

だ
く
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
青
年
担
当
者
か
ら
の
報

告
で
は
、
若
年
層
は
「
便
利
に
使

う
人
材
」
で
は
な
く
、「
意
思
決

定
の
メ
ン
バ
ー
」
と
し
て
捉
え
る

よ
う
意
識
変
革
が
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
青
年
世
代
は
「
未
来
を

担
う
人
々
」
で
は
な
く
、
教
会

に
「
今
、
す
で
に
不
可
欠
な
メ
ン

バ
ー
」
で
す
。
各
教
会
の
事
情
に

よ
っ
て
、
簡
単
に
は
い
か
な
い
こ

と
か
と
思
い
ま
す
が
、
年
齢
に

つ
い
て
も
可
能
な
限
り
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
の
あ
る
教
会
委
員
構
成
、

代
議
員
構
成
と
な
る
よ
う
、
よ
り

意
識
し
た
投
票
行
動
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

神
の
家
族
と
し
て
、
多
様
な
メ

ン
バ
ー
が
生
か
し
生
か
さ
れ
る
、

ま
さ
に
神
の
創
造
世
界
の
豊
か
さ

を
表
す
共
同
体
と
さ
れ
ま
す
よ

う
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
そ
の
教
会

の
姿
そ
の
も
の
が
、
こ
の
世
界
へ

の
宣
教
的
な
姿
に
な
る
こ
と
を
信

じ
ま
す
。

（
宣
教
主
事 

司
祭 

太
田
信
三
）

▽
中
高
生
会
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
お

知
ら
せ
（W

e
b

開
催
）

　

今
年
も
中
高
生
会
で
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
行
い
ま
す
！
今
回
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
開
催
！
！
皆
さ
ん
ぜ

ひ
来
て
く
だ
さ
い
！
！

日
時
：
12
月
20
日
（
日
）
19
時
～

21
時

場
所
：Zoom

対
象
：
中
高
生
世
代
（
12
～
18
歳
）

申
し
込
み
方
法
：Google

フ
ォ
ー

ム
（Q

R

コ
ー
ド
よ
り
お
申
込
み

く
だ
さ
い
）

申
し
込
み
締
め

切
り
：
12
月
17

日
（
木
）
23
時

59
分
ま
で

問
い
合
せ
：
詳
し
く
は
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
（
＠chuukouseikai

）、

ま
た
は
代
表
穂
積
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。chuukouseikai.

tokyo@
gm

ail.com

▽
聖
職
養
成
委
員
会
よ
り

　

降
臨
節
に
入
り
、
教
会
の
暦

は
新
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

残
念
な
が
ら
聖
職
養
成
委
員
会
主



２

催
の
研
修
・
黙
想
会
を
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
時
、
今
ま
で

と
違
う
日
常
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
「
教
会
の
働
き

と
は
？
」「
聖
職
の
務
め
と
は
？
」

と
召
命
に
つ
い
て
思
い
め
ぐ
ら
し

て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
よ
う

な
方
は
、
形
に
拘
わ
ら
ず
に
是
非

ご
自
分
で
黙
想
の
時
を
持
ち
、
ご

自
身
と
神
様
と
の
対
話
を
深
め
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。さ
ら
に
、

所
属
教
会
や
礼
拝
堂
の
牧
師
、
管

理
牧
師
の
先
生
方
や
信
徒
の
皆
さ

ん
と
の
交
わ
り
や
奉
仕
の
機
会
を

積
極
的
に
増
や
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
聖
霊
の

お
働
き
で
ご
自
分
の
「
思
い
」
に

新
た
な
気
づ
き
が
与
え
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
も
、
一
層
深

く
祈
り
ま
す
。

　

降
臨
節
か
ら
降
誕
節
と
向
か
う

こ
の
期
節
、
ど
う
ぞ
聖
書
の
み
言

葉
に
聴
き
、
黙
想
の
う
ち
に
神
様

と
の
対
話
の
時
を
大
切
に
な
さ
っ

て
、
日
々
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
に
。聖

職
養
成
委
員
会　

一
同

◆
と
こ
し
え
の
平
安

12
月
９
日　

山
本　

寿
子
（
104
）

三
光

［
訂
正
］

先
週
号
「
と
こ
し
え
の
平
安
」
で

山
下 

千
代
さ
ん
（
聖
愛
教
会
）

の
お
名
前
が
間
違
っ
て
い
ま
し

た
。
謹
ん
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

誤
→
山
本 

千
代　

　

正
→
山
下 

千
代

［
教
区
事
務
所
の
年
末
・
年
始
休
業
］

12
月
25
日
（
金
）
降
誕
日

12
月
30
日（
水
）～
１
月
６
日（
水
）

　

休
業
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

［
教
区
ニ
ュ
ー
ス
休
刊
］

１
月
３
日
号

　

休
刊
い
た
し
ま
す
。

聖職、聖職候補生のつぶやき

https://twitter.com/tko_column

１１月５日

もう一人には１タラントンを預けて旅に出かけた。（マタイ 25:17）
　１タラントンは成人男性が一人で担げる限界の黄金 38 キロを表す単位で、一番少ない者にも主
人は半人分ではなく一人分預けている。神は私たちそれぞれに相応しい賜物 ( 個性 ) を託されて、
その個性を十分に発揮することを求めておられる。　　　　　　　　　　　　　倉澤 一太郎司祭

１１月６日

あなたは御自分の息を送って彼らを創造し地の面を新たにされる（詩編 104:30）
　同じことが繰り返されると倦怠を感じる。すると人生に疲れ、憂鬱になり、感動と感嘆が消え
る。しかし、時間は神様のプレゼントである。常にすべてのことを新たにされる神のみ業に感動し、
感謝できるように。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金 大原（キム デウォン）司祭

１１月９日

天におられるわたしたちの父よ（マタイ 6：9）
　いわゆる「主の祈り」は、「お父ちゃん！」と呼びかけることから始まる。もし天がどこか遠く
にあるのなら、この呼びかけは届かない。この声が聞こえる距離に神はいて、そこに天の国はあ
るのだ。たとえ声にならずとも、お父ちゃんは聴いてくれている。　　　　　　　太田 信三司祭

１１月１１日

イスカリオテのユダ、このユダがイエスを引き渡したのである（マルコ 3：19・私訳）　
　ユダは裏切ったのではない、引き渡したのである。これはマルコにおいて詭弁ではない。死へ
と引き渡されるはずの、すべての人間の贖いのめに、イエスを十字架へと引き渡したからです。

菅原 裕治司祭


